
赤澤亮正 経済産業大臣 

大臣からのご挨拶 

原油出荷の様子をご視察 コントロールハウスをご視察 

 

 

皆さま、平素より大変お世話になっております。 

このたび、赤澤経済産業大臣が来訪され、原油の入出荷作業や原油タンク等の設備を視察されました。  

つきましては、その概要をご紹介いたします。 

また、地元小中学校への寄付活動についても併せてご紹介いたします。 

 

 

5 月 31 日、赤澤経済産業大臣が喜入基地を視察するため来訪されました。冒頭のご挨拶において、国家

備蓄原油の放出業務にあたっている当社従業員に対し赤澤大臣から、「現場に携わる方々一人一人が石油

の安定供給を支える屋台骨です。これからも獅子奮迅の働きを期待しています。」と、あたたかい感謝と激励の

お言葉をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

喜入基地内の視察では、国家備蓄原油を保管しているタンクや、入港中のタンカーへの原油出荷の様子を

ご覧いただきました。また、コントロールハウス（計器室）においては、原油の入出荷状況がひと目で確認できる

大型モニターについてご説明し、24 時間体制で緻密な運転管理を行っていることをご理解いただきました。 

加えて、開放点検工事中のタンクの中にも入っていただくなど、当社操業の現場をご体感いただき、エネルギ

ー安定供給のために当社が担う重要な役割への理解を深めていただく、貴重な機会となりました。 
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開放タンクにて、赤澤大臣(右)と、当社社⾧・内野(左) 赤澤大臣と、国家備蓄原油の放出業務にあたっている当社従業員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 喜入地区の小中学校へ書籍等寄贈の目録を贈呈しました 

 

当社は、地域貢献活動の一環として、旧喜入町の時代 

から、毎年、喜入地区の小中学校へ書籍等の寄贈を行って

います。今年度は、保護者の皆様にも当社の活動をご紹介 

させていただくため、4 月 16 日から 5 月 15 日にかけて    

各校へ伺い、PTA 総会の冒頭にて寄贈の目録を贈呈させて

いただきました。 

 

 

鹿児島市から感謝状をいただきました  
5 月 15 日、当社からの書籍等の寄贈に対して、鹿児島市 

から感謝状を受領いたしました。私たちの寄贈した書籍等が地域

の子どもたちに有意義に活用いただいていることを嬉しく思います。   

今後も地域の未来を担う子どもたちの成⾧を応援するととも

に、地域に寄り添った活動を大切にしながら、地域とともに歩んで

まいります。 

 

 

 

地域貢献活動のご紹介 


